
 

 

 

６月、７月のオープンキャンパスの「ＡＯ・推薦入試説明会」のときのプレゼン例 
 

 

 

 

受験番号 J123456 高尾拓也 

 

私のテーマ：中国語からアジアを見る 

 

１．きっかけ 

（1）中国への関心：高校時代、中国人の祖先をもつ友人 

遊びに行くと、いろいろな中国文化に接することに（中華料理、◯◯◯など）   〜 中国への関心が高まる 

（2）拓殖大学国際学部への関心：野村 進『フィリピン新人民軍従軍記』講談社、2003 年 

ノンフィクション（日本人留学生がひょんなことからゲリラに同行した記録） 

面白い！ 〜フィリピンに興味を持つように 

＆ 作者の野村進先生は？ 〜所属拓殖大学国際学部に興味を持つように 

 

２．大学での学び方 

（1）したいこと 

 （省略） 

 ・東南アジアの国々にも行ってみる 

    ～中華系の人が多い（右図） 

 

 

 

 

 

（省略） 

 

 

 

（2）学び方 

 省略 

 

３．将来 

 大学卒業後は、具体的な業界・職種というより、中国に関係する仕事をしてみたい。 

 ・省略 

調べた結果をオリジナルの図像にして

アピール！ 

（使った資料名もきちんと示そう） 

何のための説明か

がわかりにくい 

話すことをそのまま文

章で見せると、要点が

つかみにくい 

項目ごとに見出しをつける 

文字だけで面白みがない 

 

「~という」では、どのぐら

いの知識があるのかが不明 

「ばくぜんと」は

積極的に考えたこ

とを感じさせない

ことば 積極的な気持ちが伝わる表現に 

項目ごとに見出しをつける 

話の要点と進み方がわかるように工夫 

項目ごとに見出しをつける 

高尾 拓也 


